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Association 　for　Cross‐Cultural Psychology）やアメリカの社会心理学・パーソナリティ心理学会（Society 
for Social and Personality Psychology）、あるいはアジア社会心理学会などにおける活発な学術活動を通し
て、海外の研究者と共同研究を行う基盤を築いてきた。そして、４月からは社団法人国際経済労働研究所の
準研究員としての採用が決まっている。
　論文の課題としては、比較文化心理学研究では常に問題とされることであるが、本論文においても主要な
概念のさらなる定義的解明が望まれる。また、将来の研究においては、モデルの一般性を確立するために大
学生のサンプルを拡張することも必要である。研究６では高齢者を対象に調査を行っていることからも、一
言氏はすでにこの課題に取り組み始めていることが分かる。心理学における比較文化研究は常に理論的にも
方法論的にもチャレンジをはらんでいるが、今回の博士論文口頭試問の答弁から一言氏がこれらの問題につ
いて深い理解を示していることを追記しておきたい。
　以上、審査委員会は、本博士学位申請論文を慎重に審査し、また2010年２月16日にハミル館会議室で実施
した口頭試問における結果と学会などにおける諸活動から判断し、一言英文氏が博士（心理学）の学位を授
与されるにふさわしいとの結論に達したのでここに報告する。
